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論文の内容の要旨
　本論文は，コムシ目の胚発生を詳細に検討し，コムシ目を含む六脚類（広義の昆虫類）のグラウンドプランお
よび高次系統を，比較発生学的視点から論じたものである。
　コムシ目は最も原始的な六脚類の一つであり，六脚類の系統進化・グラウンドプランの議論においてたいへん
重要なグループである。また，六脚類内の系統は，特に，コムシ目の位置づけをめぐって大いに議論されている
ところである。このような系統学的議論においては発生学的知見はたいへん有効であるが，土壌棲で微小なコム
シ目昆虫の飼育，十分な数の卵の確保は困難であり，その胚発生に関する知見は断片的なものにとどまっていた。
　著者は，コムシ目ナガコムシ科の一種，ウロコナガコムシLφ∂06舳φα〃伽ガOudemaむs材料とし，その多産
地を確保，様々な工夫により多数の個体の継代飼育に成功，7年問で，約5，OOO個の卵を得た。そして，一般的な
記載発生学的・組織学的手法のみならず，準薄連続切片法，走査型・透過型電子顕微鏡による観察，タイムラプ
スV服などの導入により，本種の胚発生過程を，卵割・胚盤形成・胚膜形成・胚運動・胚体形成・器官形成に関
してと，ほぼその全てを網羅し詳細に記載することに成功した。
　そして，得られたデータを，その他の六脚類，さらには欠第二触角類（＝多足類十六脚類）の発生学的知見と
ともに厳密に検討することにより，比較発生学的考察を展開し，コムシ目の発生学的・形態学的グラウンドプラ
ン，さらには六脚類のグラウンドプランの進化的変遷を論じた。この中で特筆すべきは，まず，ナガコムシ亜目
とハサミコムシ亜目は，内顎口形成過程での下唇原基の回転，側基板の分化，口榴の起源の点，また，腹部が10
体節のみからなる点で共通することを明らかにすることで，コムシ目の単系統性を強く示唆したことである。一
方，内顎口形成において，トビムシ目では下唇原基の回転，側基板の分化が起こらず，また，口摺の起源も異な
ることから，コムシ目とトビムシ目の内顎口の相同性は保証されないとの立場を示した。また，胚膜・背器形成
に関して，胚帯の腹側を覆う胚膜構造を欠く点では，コムシ目はトビムシ目や多足類と共通する一方，羊膜の産
生，漿膜の集合による背器形成といった点では外顎類（狭義の昆虫類）と共通点（コムシ目の外顎類の共有派生
形質）のあることを明らかにし，六脚類，さらには欠第二触角類における胚膜・背器形成の進化的変遷の理解を
深めた。
　六脚類の高次系統に関して，最近の比較生殖学は，コムシ目の単系統性の否定を要点とする六脚類の高次系統
を提出した。しかし，本論文は，コムシ目がいくつかの重要な形質で特徴づけられる単系統群であることを明確
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に示した。この一方で，伝統的な系統群である，内顎口を唯一の固有派生形質とする内顎類の単系統性は必ずし
も保証されるものではなく，同様に広く受け入れられてきた「六脚類＝内顎類十外顎類」というシステムの再考
の必要性を示唆した。本論文はこのシステムに代わるものとして，コムシ目と外顎類の発生学的派生形質の共有
を示し，「六脚類＝トビムシ目十（コムシ目十外顎類）」との高次系統を提出した。
審査の結果の要旨
　六脚類の原始的系統群の一つであるコムシ目の発生学的研究は，その系統学的にたいへん興味深い位置からも，
長い間，希求されてきたものである。本研究は，コムシ目の全胚発生過程を，詳細かつ厳密に記載し，初めて明
らかにしたもので，当該研究分野における多大な貢献をなすものである。得られた結果を系統進化学的見地から
考察するに当たっての著者の考究姿勢は徹底しており，その着眼点も独創的かつ斬新なもので，昆虫系統学に新
局面を開く重要な議論を展開している。結論も明確であり，本論文は，博士論文として十分に評価される労作で
ある。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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